（別紙様式２（記載例））
                              功    績    調    書
                                                                    ふりがな
                                                  （職    名）　  （氏    名）
                                                      ↑               ↑
       　　　　　　　 ｢元公立小学校長｣､｢元公立高等学校長｣､   改氏名があった場合は、
　　　　　　　　　　　　｢元公立養護学校長｣等とすること。      現氏名の下に旧氏名を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）書きすること。
１  功績の内容
○○○○氏は、昭和○○年○○月○○日に○○県に生まれ、昭和○○年○○月○○大学○○学部を卒業し、○○学校助教諭、教諭、教頭を経て昭和○○年○○月に○○学校長、昭和○○年○○月に○○学校長、昭和○○年○○月に○○教育長に就任され、昭和○○年○○月に○○学校長を定年にて退職されるまで教育・青少年の健全育成に努め今日に至っている。（生年月日、出生地、学歴、経歴の概要等）
  （１）○○学校教諭としての功績
教諭時代においては、･･････････に貢献された。（業績の概要等）
同人は、特に･･････････の面に力を入れ、･･････････。（顕著な功績の具体的内容等）
  （２）○○学校教頭としての功績
○○学校教頭として、･･････････。（業績の概要等）
同人は、特に･･････････の面に力を入れ、･･････････。（顕著な功績の具体的内容等）
（３）○○学校長としての功績
○○学校長として･･･････。（その他の功績となる活動、栄誉に関する事項等）
以上のように、同人は、･･････････に尽くしたものであり、その功績は誠に顕著である。
  （４）退職後の功績

２  栄誉に関する事項
    昭和○○年○○月○○日　永年勤続表彰（高知県教育委員会）
    平成○○年○○月○○日　文部大臣表彰（教育者表彰）
３  その他特記すべき事項
    特にない場合は、「なし」とすること。
　功績調書については、単に「○○の職務に従事した」という記載ではなく、具体的にどのような功績があるか分かるよう記載をしてください。
　専門用語の記載については、可能な限り避けて作成し、候補者の功績が専門分野の者にだけしか分からないような記載にならないようご注意願います。　また、履歴書に記載のある職名の名称および始期終期が功績調書と相違がないよう注意してください。
（別紙様式３（記載例））
履　　歴　　書
　　本　籍　地　○○県△△郡□□町１９８８番地

　　　　　　　〒○○○－○○○○

    現　住　所  高知県△△郡□□町５丁目１４番地９号
                                                        　もん  ぶ   いち  ろう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元公立中学校長  　文　部　一　郎
                                         　 　　旧氏名　 （厚　生  一　郎）
　                                                      昭和○年××月□□日生
　　　（学　　歴）
	昭和35. 3.31
	○○県立□□高等学校卒業

	昭和39. 3.20
	□□大学○○学部卒業　→「卒業」「退学」等を記載すること

	昭和39. 3.20
	中学校教諭１級普通免許（社会）

	昭和39. 3.20
	高等学校教諭２級普通免許（社会）

	昭和39. 3.20
	小学校教諭２級普通免許


    　（公 職 歴）
	昭和39. 4. 1
	○○県□□市立△△中学校講師を命ずる
	○○県教育委員会

	
	期間は昭和39年8月31日までとする
職務の等級を小学校中学校教育職３等級に決定する７号給を給する
	

	昭和39. 8.31
	期間を昭和□年○月△日まで延長する
	同

	昭和39.12.31
	期間を昭和○年□月△日まで延長する
	同

	昭和40. 4. 1
	○○県××市公立学校教員に任命する
○○県××市立△△中学校教諭に補する

職務の等級を小学校中学校教育職２等級に決定する４号給を給する
昇給起算日は昭和○年△月□日とする
	同

	昭和40.10. 1
	５号給を給する
	同

	      ・
	    ・
	

	      ・
	    ・
	

	      ・
	    ・
	

	昭和45. 4. 1
	地方教育行政の組織及び運営に関する法律第40条の規定により現職を免じ○○市公立学校教員(△△中学校教諭)に採用する
	同

	
	小学校・中学校等教育職給料表２等級１０号給を給する
	

	      ・
	    ・
	

	      ・
	    ・
	

	      ・
	    ・
	

	昭和48. 4. 1
	１５号給を給する　特別昇給(□月)
昭和△年○○県条例第△号による給料調整(へき地教職員給料調整措置による○月短縮)
	同

	昭和49. 4. 1
	１６号給を給する
	同

	平成元. 4. 1
	地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４０条の規定により現職を免じ△△村公立学校教員(○○中学校教頭)に採用する
小学校・中学校等教育職給料表３等級１９号給を給する
	○○県教育委員会

	      ・
	    ・
	

	      ・
	    ・
	

	 平成 7. 4. 1
	○○市公立学校長(□□小学校長)に採用する
	同

	 平成 7.10.1
	特別昇給(○月)特に524,200円を給する
	同

	　　 ・
　　 ・

平成13. 3.31
	　　・
　　・

職員の定年等に関する条例第２条の規定により平成１３年３月３１日定年退職

小学校・中学校等教育職給料表４級特に528,500円を給する

	同

	平成23. 2. 3
	肺がんのため死亡 ← 死亡叙位・叙勲の場合
	


　
     （その他の経歴）                                                           

	平成 8. 4. 1
	○○市小中学校長会会長（平成10.3.31まで）
	

	
	○○県小中学校長会理事（平成12.3.31まで）
	

	平成13.10. 1
	学校法人○○学園事務局長（平成15.3.31まで）
	

	平成15. 4. 1
	同学園○○女子高等学校長（平成17.3.31まで）
	

	
	学校法人○○学園理事（平成19.11.22まで）
	

	平成20. 4. 1
	○県市立中学校高等学校協会事務局長(平成21.3.31まで)
	

	平成21. 6. 1
	□市私学協会副会長（平成22.5.31まで）
	

	平成22. 5.23
	学校法人△△学園名誉理事（現在に至る）
	

	
	○○女子高等学校名誉校長（現在に至る）
	


      （賞　　罰）                                                              

	平成11.11. 3
	○○県教育功労者表彰
	○○県教育委員会

	平成12.11.23
	教育者表彰
	文  部  大  臣


※「その他の経歴」及び「賞罰」がない場合は「なし」と記載すること。
（別紙様式４（記載例・注意点））

刑　罰　等　調　書

               氏名の字体は、略さず（例；濱→浜）、戸籍記載のとおりとしてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
氏　　　　　名　　濱　田　太　郎
    　改氏名があった場合は、現氏名の下に（　）書きで旧氏名を記載すること。→（高　知　太　郎）
生　年　月　日　　昭和１４年４月９日生
             この「及び」を「又は」に変えないでください。
　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓
　１　刑罰の有無（道路交通法違反及び自動車の保管場所の確保等に関する法律違反によ
　　る罰金刑を含む。）       　　　      ↑
                                 括弧内の記載を省略しないでください。
      　無
　２　破産宣告又は破産手続開始決定の有無
      　無
上記のとおり相違ありません。
　　　　　
　　　　　

平成２２年３月４日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土 佐 村 長　　土　佐　次　郎
※用紙の大きさは、Ａ４判としてください。
（別紙様式５（記載例））

平成○年○月○日現在
	                   学　校　法　人　の　規　模　等　調　書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都道府県名：○○県    　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校法人名：学校法人 ○○学園　

	学校法人名

(認可年月日)
	設置する学校名

(認可年月日)
	教職員数

(現員)
	学生数

(現員)
	学　部

(学　科)
	年予算
	その他

	
	
	
	
	
	  万円
	

	○○学園
	○○大学
	　 100名　
	  1,500名
	 文学部
	98,000
	

	(昭和26. 3. 8)
	  (昭和24. 3.25)
	
	  2,000名
	 法学部
	
	

	
	
	
	  3,500名
	 　計
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	○○女子短期大学
	    80名
	    600名
	 家政科
	76,000
	

	
	  (昭和25. 3.14)
	
	    200名
	 国文科
	
	

	
	
	
	    600名
	 英文科
	
	

	
	
	
	  1,400名
	   計
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	平成12. 4.1
	○○高等学校
	    60名
	  1,700名
	 普通科
	54,000
	

	学校法人○○
	  (昭和23. 1.10)
	
	
	
	
	

	○学園より名
	
	
	
	
	
	

	称変更
	○○幼稚園
	    10名
	    100名
	
	32,000
	

	
	  (昭和30. 3. 7)
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	○○中学校

　(平成15. 1. 12)
	　　20名
	　　200名
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


※　記載上の注意
　１　学校法人名及び学校名は、略さず正確に記載し、名称変更等があれば、その年月日及び旧名称等も記載する。
　２　用紙は、Ａ４判縦長（右とじ）とし、１法人ごと（学校法人立以外の幼稚園、専修学校及び各種学校については、学校ごと）に１枚の用紙を使用する。

　３　私学での在職歴がある際は役員歴のない教官であっても必ず提出してください。
(別紙様式６（記載例）)
国公立大学の学長・学部長、私立大学の学長・学部長、
その他機関の長・副経験者の歴代一覧　　　　　　　　
　　○　○　大　学　長
	氏　　　名
	期　　　間
	備　　　考

	○　○　　○　○
（明×．×．×生）
	  自　昭○年○月○日
  至  平○年○月○日
	 昭○○春　瑞二
 平○．○．○  従四位

	○　○　　○　○
（大×．×．×生）
	自　昭○年○月○日
  至  平○年○月○日
	 平○○秋　瑞中

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※　事務取扱、事務代理は氏名の頭に（取）又は（代）と必ず記入すること
※　団体の会長、理事長、大学長、学部長等といった「長」経験者は必ず提出願います。
「氏名」「生年月日」「期間」「前叙（受章日）」は漏れなく記載をして下さい。
  (別紙様式７（記載例）)
	歴代の学校法人理事長・学長調
   学校法人名：○　○　学　園
   （昭和××年××月××日　財団法人○○学園から組織変更）
   学　校　名：○　○　大　学
   （昭和××年××月××日　△△大学から○○大学へ名称変更）

	
	理　　事　　長
	学　　長　　等
	

	
	氏　　名
	期　　間
	氏　　名
	期　　間
	

	
	   ○　○　○　○
 （明×．×．×生）
	 昭26. 3.14
 　～32. 3.31
	   ○　○　○　○
 （明×．×．×生）
	 昭25. 4. 1
 　～25. 6.21
	

	
	   ○　○　○　○
 （明×．×．×生）
　　(昭4６春旭三・私学振興功労)
	 昭32. 4. 1
　 ～45. 3.31
	(取)○　○　○　○
 （明×．×．×生）
	 昭25. 6.22
 　～25.12.21
	

	
	(代) ○　○　○　○
 （明×．×．×生）
	 昭45. 4. 1
 　～45. 5.28
	   ○　○　○　○
 （明×．×．×生）
  (昭４５春旭三・私学教育功労)
	 昭25.12.22
　 ～44. 3.31
	

	
	   ○　○　○　○
 （大×．×．×生）
　　(昭6１秋旭三・私学振興功労)
	 昭45. 5.29
 　～60. 5.25
	   ○　○　○　○
 （大×．×．×生）
　　(昭６３秋旭三・私学教育功労)
	 昭44. 4. 1
 　～60. 3.31
	

	
	   ○　○　○　○
 （大×．×．×生）
  (平3春藍綬・私学振興功労)
	 昭60. 5.26
  ～平元.3.31
	   ○　○　○　○
 （大×．×．×生）
　　(平2.３.28 瑞三・私学教育功労)
	 昭60. 4. 1
 　～平2.3.28
	

	
	   ○　○　○　○
 （大×．×．×生）
	 平元. 4. 1
　 ～現在
	   ○　○　○　○
 （大×．×．×生）
	 平2. 3.28
 　～現在
	

	


※　事務取扱、事務代理は氏名の頭に（取）又は（代）と必ず記入すること
※　学校法人の理事長、大学長、等といった「長」経験者は必ず提出願います。
　「氏名」「生年月日」「期間」「前叙（受章日）」は漏れなく記載をして下さい。

（別紙様式８（記載例））
団　体　の　規　模　及　び　事　業　概　況　調
平成○年○月○日現在
	団体の名称
	法的根拠
	規　　　　　　　　　　　　模
	事業内容
	備考

	
	
	会員数等
	活動範囲
	役職員構成
	年予算額
	
	

	財団法人○○
会○○連合会
（昭和１２年
１２月１２日
設立）
	（財団法人）
   民　　法
（明治２９年法律第８９号）
	４７団体
（２万人）
	全国
（４７都道府県）
	会　長　　１名

　 　甲野　乙郎
副会長　　３名
理　事  ４７名
監　事    ２名
事務局職員
専務理事　１名
職　員  １０名
	１，０００万円
（うち国の補助金５００万円）
	１　・・・・・・
　・・・・・・・
  ・・・・・・
２　・・・・・・
　・・・・・・・
３　・・・・・
４　・・・・・・
	○○連合会（任意団体）が昭和○○年○月○日に発展的に解散し、法定団体として設立された。


※　記載上の注意
　１　団体の名称は、略すことなく正確に記載し、括弧書きで、団体の設立年月日を記載する。
　２　法的根拠欄には、「(特殊法人)」、「(社団法人)」、「(財団法人)」、「(任意団体)」等の区別を記載し、法令に基づいて設置された団体の場合は、根拠法令名及び括弧書きで法令番号を記載する。
　３　会員数等欄には、連合団体である場合は、加盟団体数及び全会員数等を記載する。
　４　活動範囲欄には、「高知県」、「高知県安芸郡」、「高知県四万十市」等、実際に活動している範囲を記載する。
  ５　役職員構成欄には、長にあってはその役職名（会長、理事長等）及び現職者の氏名を、その他の役職にあっては役職名及び人数を、それぞれ記載し、事務局職員がいない場合も省略せず０名と記載する。
　６　年予算額欄には、直近の年間予算額及び括弧書きでその出所（例えば補助金、委託料等）を記載すること。
  ７　事業内容欄には、当該団体の事業内容を具体的に箇条書きで記載する。
　８　備考欄には、補足事項及び団体の名称変更、設立、解散の経緯等を記載する。
　９　用紙は、Ａ４判横長（上とじ）とし、１団体ごとに１枚の用紙を使用する。
（記載例）
犯　歴　等　説　明　書
  元公立中学校長Ａは、昭和６０年５月３日午後１時１５分、Ｂ県Ｃ市Ｄ町六丁目１５番地先の県道○○□□線路上において衝突事故を起こした。事故発生地点は急な上り坂となっており、渋滞のため停止していたところ、対向車が右折、進入しようとしたため、前部の道を譲るべく後車との車間距離をつめようとして、制動装置の操作を誤り後車に衝突したものである。
　後車の被害は車両前部バンパ－の物損と人身事故１名（頸部、腰部の捻挫、全治２週間）であった。
  本件事故について、被害者との示談は昭和６０年１０月３日に成立。事故による捻挫については後遺症もなく完治し、賠償金支払も昭和６０年１１月２日に終了、円満に解決している。
  刑事処分について、Ｂ簡易裁判所は、昭和６０年１２月６日、業務上過失傷害罪で罰金
５０，０００円の判決を言渡し、同人は１２月１０日罰金を納付した。
  行政処分について、Ｂ県公安委員会は、同人を昭和６０年１０月１６日に同日から３０日間の免許停止処分（安全運転義務違反）とした。なお、本件処分については講習を受けたため、２９日間短縮されている。
  これらの処分の後、昭和６０年１２月１２日、任命権者Ｂ県教育委員会は内部処分として、同人に対し文書で諭告を行った。
  以上の犯歴はあるものの、同人は長年にわたり交通不便な山間地において中学校に勤務し、地域と一体となった生徒指導やスポ－ツ教育等に功績を上げており、また、今日に至るまで本件以外の事故歴や罰金等もなく、事故後の功績も、Ｆ市の社会教育委員を務めるなど社会教育の発展向上への貢献、あるいは社会福祉施設の運営に対する献身等特に顕著なものがあるため、叙勲候補者として推薦するものである。
（別紙様式９（記載例））
功  績  の  概  要
	氏  名
	
	生年月日
	年      月      日（      歳）

	
	
	
	

	申  立
	平成    年    の叙勲候補者にかかる功績概要について

	  昭和２６年から昭和６２年まで、３６年間の長きにわたり、Ａ県の山間地における中学校教育の充実に大きな成果を上げた。昭和２６年から２０年間はＢ郡Ｃ村立Ｄ中学校及びＥ中学校教諭として、昭和４６年からの１６年間はＤ中学校の教頭、校長として地域と一体となった生徒指導やスポ－ツ教育の発展・向上に貢献した。
  特に昭和３８年からの５年間は、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（具体的な功績）・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
  また、校長に就任した昭和５５年からは、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（具体的な功績）・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
   eq \o\ad(このほか、Ａ県教育振興会の理事を５年、全国中学校○○教育研究会の理事を４,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)年、会長を６年務めるなど、県下の山間地教育、全国レベルでの○○教育の発展・向上に尽力するとともに、退職後においてもＥ市社会教育委員として、あるいは社会福祉施設□□△△の運営責任者として、山積する課題の解決に精力的に取り組んできており、その業績は顕著なものがある。


（死亡報告書の記載例）
死 亡 状 況 報 告 書
　文部太郎氏は、平成１８年７月１日午前７時頃、普段のとおり起床、朝食の後、午前９時頃から同年８月３日開催予定の千代田区民総合体育大会のバドミントン競技の部の開催運営の準備をしていた。
　昼食をとった後、いつものとおり家業(文具店)の手伝い等をし、午後３時頃より午前中の続きの作業中、千代田区民総合体育大会運営委員である文部次郎氏（42歳）が来て、試合の組合せ等の打ち合わせを午後５時過ぎ頃まで行った。
　午後６時頃家族といっしょに夕食をとり、その後自宅２階の書斎（和室）で原稿等の整理をしていたようだ。

午後８時３０分頃、１階で家事をしていた妻が「風呂でも」と声を掛けに書斎に行ったところ、眼鏡をかけ、鉛筆を持ったまま机の横に倒れていた氏を発見した。びっくりした妻はすぐに消防署に通報した。
　午後８時５０頃救急車が到着し氏を確認したところ、既に死後硬直がきていたので、救急隊員が警察に連絡をとり、急行した警察官に引き継いだ。

その後、警察官が行った検死と現場検証の結果、○○警察署生活安全課長より特に事件性があるとは認められず、午後７時頃に脳梗塞により死亡したものであると判明した。
　　　　　　　　　＊警察の介入がある場合には、必ず警察の見解を確認できる範囲内で記載をしてください。

　以上のとおり相違ありません。
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年７月６日

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○市教育委員会

教育長　山田　太郎　印


  注：点線部分は、提出部数のうち１部のみ必要。
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